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囎(AOQL)は 現 庁 ては約706で あるのに,改 正 案

でぱ20%と なる。 この踏 で比 較する と,こ の改正案

は浩費 菖にとつて裾當な``改 喜"で あ ると も言 える。
'
§6改 正理 由と批判 上記 の改iE案 ル)立実 の基慶

敷値は,つ ぎのよ つな條件 を考 えて定めた 一(1)潰

Rtt危 鍛 が現 庁よ り も大 き くな らない こと。(2)生 産

者危譲 および平 均瞼 壷個致 をな るべ く小 さ くす る こ

と。 一

生産者危険 αをなるべ く小 さく しよ うと思 えば,そ

れ を0に とるの が一番 よい とい うことになる。また,

・い まのよ うに"棄 却"の かわ りに``全 数 諏査"と い う

判 決 を出す ような方式 では,極 端 に考 えて仕 切の大 き

さを無限大 と候定 するな らば,全 鼓餓査 を受 ける確事

がす こ しで もあれば,た ちまち平均強査個敷が犀駁大

ぺ な◇て しま うか ら,平 均 瞼査個数 をなるべ くす くな

くす るた めに も,``全 数検査"と い う判 決 を受ける確

隼 をOに す るのがよい と思 われる。 それで以上のよ う

に,普 通 の例題 には出ていない よ うな妙 な定め方 を し

た のである。普 通はZF行 な2直 線 と して現われる限界

線 が,第1圏 の ように``躍"のfJだ け しか現われて

サこな くなつたのは そのため である
。 もつ と も,こ れで

至 厳 餓査 を受け る確率 がつ ねに0と なるわ け で は な

い 。直 譲の傾 糾3よ りも仕切不 良率pの 方 が大 ぎいな

らば,Lpは1よ り小 さ くt・從 つて1・-Lpな る確率 を

もつで``全 致 験査"と な る。これは逐弐抜坂 をい くら

'つ 塁けて も採{睾譲にぶつか らない場 合なのである
。

さてi上 記 の條件の うち(1)の 方 が,``P>0・3の と

き,全 放譲査 を受 けることな く粁 犀 する確率"が 大 き

くな らない よ うにとい うことで あるな らば,一 駁 この

改正案 で目的 が迷 せ られてい る。けれ ど も,も し合権

品平均 品質 か現1テよ りもわる くな らない ようにとい う

ことである と,改 正案 は改悪 となつて しまう。 このま

のところは,浩 費 ぎの立場 か らの希 望 をよ くきいてか

ら決定 しない と,あ とでさんざん苦 府を きか され ろこ

と、こなるか もしれない。_

さらにまた,``良 品 とと りかえ る陣 とい 乏と き,そ

の臭 品は どこか らどう して持つて くるつ も})な のかと

い うことも,筆 者 にとつて は1つ の疑問 である。これ

らの ことを,艶 祭家 か ら,いろい ろな貝麗 例について,

教えてい ただ きたい 。なお,つ い でなが ら,``全 鼓搬

査"で な くて,``棄却"と い う判決 をす る場 合,棄 却 さ

れた仕切はいつたい どう始末 するのかとい うこと も,、

本當の ことが よく分 か らない ので,教 えてい ただ きた

い と、思う。'、 ・ こ'

§乙 む すび 抜取 検査 につい てあ ま りご存 じでな

い方1とば,か な り偏 した ものではあ るが,1つ の例題

を提供 した ことにな り;相 當 よ くご承知の方 には,

α=0と い う特別 な場合の特性 について,ち よつ と庄

意 をうなが すことにな り;實 際 家の方 か らは筆 者の疑

問に答 えていた だ く機縁 とな り得た な らば,質 重 な紙

面 を費 や したこの小文 も,多 少の意養 を持つ わけであ

る。最 鼓に,こ の問題 を筆 者に示 された山内=郎 致提

に感謝の意 を表 ず る。一;'、
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ある正 現分 布 に從 う母集團 か らとつた{淋 をつか つ

て堅均 笹や罠準 偶差 を准麿 すると き,も しその厚本 の

激 が非常 に大 きい と普通 の方法 では手敦 が か ゝる の

で,標 本 を大 きさの順 にな らべい くつかのある番 目の

標4くだけ をつかつて,そ の平均 誼 で平均 笹 た)推虐値 と

した り,部 分範囲 の挙均 随か ら標」{ヒ偏差 を准 翌した り

す ると貴用 上便利 であ り,そ の方面 ル)研究「)・2)が庁わ

れてい る。

平均 をとるときに1票4ミに適當な重 さをつけた ら,一一

弐式 に よる計算 で推定 の敷掌 を幾分 で も高め られ る1>

ではなN・か とい う考 えで、計算 を遙 めて見 た。F.Mo3-

teUer?)の 論文には重 さを考えた計一次式 を扱 つた と詑



一してい る敬
,鞠 、鶴 聯 し、僚 鵬 に脚

て論 じている
.数 で凝 して どれ雛 鋤 敷 睾縞

め られ るかを筋 こと と一 ラ
_つ 、、石遡 士・・の小

駄 の蹴 鉱 艦 徽 拡 ざの嬢 塑 えることを

・耳潔 とした。 鎗峯 ぱ1tosteller2)の 研 究を借 りたの

で轍 もほ とん 馬 れ に よつた
・な お三の内容 につい

て討識 して下つた方 々,特 にMostellerの 論文 の存

在 を教 えて下 さつた森 ロ繋一氏,そ の論文 を貸 して下

さつた小川潤弐郎氏 に潔 く葱謝す る。 ・・

基本閥係式

に近 似する。この場 合9=ら2で ある
。

さてM。 ・亡・ll・・の羅 に したカリ て,fii・の雛 に

ΣX/nに対する 敷 窒 をとり7、(A〃己)と
一し,3のsy合 に;:

咽 の標 本をつかつた不 驚 鞭 疏 定昆 ・・に封 す

'磁 鞭 と り 洞
とす る と,(・.5)と(1.7)と か ら

母maは 正聯 布N(・,Pt,・ ・)で ,擦 本 の大 き さ 。,

大 きさの 小 さい もの か ら順 に な らぺ てX(n。)(伝 ユ
,2,

であ らわ され る統 計量 逸 を考 える と
,Mostellerの

定理により 一"一

最嵩数享の 妬 の決定法

㎝ と∫(これらを醸 しつ と詑す)痢
れの場

合 でSxはN(Xt…)と して搬 性 を失 わず
,ま た

何れの場 合で も'

を持 つ 多 愛 鼓正 規 分 布 に潔 進 分 布 す るふ ら,E(Am)『 ニバ

とな る こ と}熔 易 に抑 ・る 。 こ こに ノ(t・、〉{まⅣ(E(・
,),

P♪ メ)で あ る 。 一 ・ 、

'欝
をで軽 だ暗 くするにはyを できるだけ大

き くす る よ う3こa、(ご=ヱ,2,'… ・,k)が 瀧 され れぼ

よい ん>oで あ ろか ら,こo・ .(`紙2,_.,c)

のtSe・ ・。(目19)と 記 し(2 .・)の 融 ⊃

行 列 をA,cr・;))の 融 曜 一列 塘 ダ`をB ,・ 、・!P

の 縦 一 ズ{耳 デ列を`aO/p]と 龍 す と;

次に標準屑差の推老として



∫

で あ る 。 これ を(2.1)に 代入 して 整 理 す る と を得 る。 こ の場 合 α、oぱ(2.8)に よつ て

この場 合 αPの 値 ぽ,比 例鴬致 をのぞいて

を得 るか ら.楡 算 に利 用で きる。.

以上 の結果 を ㎝ とdと について さらに計算 すると

次の ようになる。'一

ニ ニでZD=Oと す る と,fo=Oで あ つ て,bo=0で

あ るか ら・(2.12)は 一一般 形 と して



最高数率の間隔の決定

●1`(`=:1
,2,・ ・.,q)が 與 え られ た と きの 最 高敷 肇 を與

え る係 数 とそ の と きの敷 率 は上 記 の よ うに決定 され る

が.さ,ら に この 最 高 敷 寧 を最 も高 くす る聞 隔 をさ がす

こ と も2・12)や(2.16)を 用 い て で きる。 まず λ」(ゴ÷i)

を固 定 して 心 を動 か す と きのYの 極 大 を求 め る こ と

を考 え る 。'..蓉 二:

の ときで おる。 一

これ等 の闘 係を荊用 し,ヰ 央に近い方か ら順弐逢い

方へ うつ?てZsを 決定 して行 き,2tで 絡 つたと きの

Yの 値 を求めrそ の最大な値となる間「覇{求 める間諸

となる。, 、.

李均値の計算式 の倒

この場 合 の最 高 の敷 率 は0・8825で あ つ て λtは0.16

に 近 く,ls=o.5で あ るが,こ の 近 くで は敷 迩 の箆fヒ

は あ ま りは げ し くな く,た とえ ば

で あ つて,こ の位 は ろ→ λ・一墓の と き負,π 、→ λ甫'の

ど き正 で あ るか ち,1"1とlt+1と の聞 にYを 構 大 に

す る 為 が 存在 す る。(3・1)iヒ0と す る鮒 の う ち

が成立するとす ろと

この9L=O・15Dと きの 係致2と3と は有 敷i妻 ≠5

桁 目で ご く僅 か な差 の あ る程 実 で あ る 。

、rvrostellerの 算 無亭 均 では最 も よい と きは

at=o.1826,Z:=O.5000で,敷 挙0.879で あ る 。
＼

例2.ん=4の 増 合。

この 場 合 の最 高の敷 童 はO.9」5でiつ て,1i=O.10,

ろ=0・35の 近 くで あつ て,係 薫 を文 め て 貰 用鳴 計 算 式

をつ くる と

と書け るが,'b,を 鵡 のi蕊致 としてZ・鞘に貴す るb`曲

線 は上に凸であつて この一次弐 を講足す るb・はb・-1

かb、+1か であつ てその中濁 には存 髭 しない。 したt;



こ の 場 合の 最、高 敷 享 はk=4の と き0918,ん=5の

と き0940で,Mostellerの 算 術 平均 の場 合 に は そ

れ ぞ れ0・913,0934で あ る 。

牲 用 的 な計 算 式 と して は

檀孕儒差の計算式の例

例1.k=4の 場 合。

この場 合 の 最 高 敷 率 はO.793で,Mos亡ellerの 場

合,1i=O.α7,λ2=O.20で0.75を 興 えて い る 。

Mostellerの 等 荷 重 の式 に は2t=O.e2,2:=O.0&

Zs=O.15.14=0。25の 場 合敷 率0.890を 與 えて い る が,

こ の間 隔 で 置 さ を と る と,at・o.0940,a:=e.1243,

α3・=O.1065,偽=0.114;,eニ1で 敷 率 は0901と な

る 。 一'

atに0・02を 許 す と,21=O・02,2:=005,も=010,

Z4=020に と りat=01405,α2亀01404,a3=OI93ヱ,

a"ニo・2757,e=1¢)と きa2(a)=σ,/0906(2n)と な

る。 一 鱒t・ こ

'例3 ・ 石 田 の 小 標 本 の 簡 便式 との比 較 。

本 文 の場 合 は標 本 の 敷 πが か な り大 きい と き で あ つ

て 小 標 本 の と きに その ま ゝあ て は め る こ と に は 詳 しい

橡 討 を要 す るの で あ るが,お そ ら く小 標 本 の と きに つ

か つ て も近 似 的 に あ る 目安 を得 る役 に は 立 つ で あろ う

と考 えて,石 田 の 小 漂 本 の 簡 便 法 の 重 さ とめ 寿比較 を試

み た 。 λ`の と り方 は 小 漂本 の と きの コ膠@・)の 推定 俺

に相 當 す る み と と るの が の ぞ ま しい と考 え た が,近

似の蘇 気詫十 圭)1亮 し;大漂本のとき畷

高敷 率 を與 える係 敷 をc=1と して定 め,ま た石 田の

係数鵬 のため》事 ¢《2日)～!㈲ を求め一

次 翼の結果 を得た◎ この係 数の比 例性 が き わ め て よ

く.こ の駐 か ら石 田の方決 は優 れて い るとい え よう。

参考 のため に大漂本の場合の敷 率 とそれ を小標 本 に も

あて はまると候定 した近似敷率 を も示 した が,こ の も



骨 双 の 大 きい 方 が正,小 さい 方 オ:負。

Me'σ2(ε,k)1[a:/(:)nn(a>)ユn"L

の の1安當 性 に つい て は 疑 問 があ る。試 み にk=5の と

きのx(n`)の 推 定 値 に相 當 す る λ`を と り,Zt=O・1224,

F2
t=O.3103と して最 高 敷 率 を興 え る係 数 を 求 め る と

at=P・3595,α:=01650で,大 標 本 の敷 率0636・ 小

標 本へ の近 鰍 李0838を 得,ま た範 団 をだ け をつ か

つ た と き α=0430,i敷 率0603,d:(3')1σ2(d)=0794

を得 た。Moste!Ierに よれ ば この範囲 をつ か つ た と き

一σ:(3,)1at(Rノ)=o、962で あ るか ら,小 標 本 へ の 近 似敷

率 と した もの に は問 題 が あ る。機 會 を見 て検 べ た い と
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各種固體 材料の破 諏 曳を測定する場合に,普 遭 に

は一定速奥 で蛋力 を看 してゆ くか,或 は伸張 を一定 の

罰合 で雪 してゆつて・割 れ目の装生 した瞬間 にか ゝつ

、てい た彊力 を求 めろのであろが,試験 片の形状,大 き

さを一定に保つて おいて もその{査はかな り勤 、する。

その鋤 の原凶 騨 に箇 々の盆験 片の同一一"itfV£ に

は笠現 し得 ない とい うことだけが ろは凝明 し難 く,固

麗 の破壌 に闘 して ち`ヒ犀「こ『三翁 白考 察)がZ翼 である

と思われ る。 この澗竃に}憾 して ガラスの鼓二篠 変 を

_測 定 した着果 と・それに趾すろ碇 睾没釣 弩察につい て

報告す る。'一 、

§L一 定連a荷 重に到す る割 れ ヨ妻生 簿闇の鑑れ

ガ ラスにある躍i以 簾含に一定…臭力fを か ナξ貯ナる

とき,割 れ 昌が衰主する まての詩笥 の後 れ εは賑 毎

にかた り著 しい穀 、を示 す。で きるたけ同一 に作>7し

た多飲 の試凄片について,こ の後ルの薄聞 が 亡よ りも

大 きい ものの頭文 穿布p(り を歌めてみろと,弐 に示

すよ うな昌孫 ヴある。2)

P(t)=exp(ー7♪tt)C1)

この ことは・一定の袈 力fが かけ はよじめられてか ら,t

秒 鶏 した隻 において,箪 鵬 繍1内 に割 れ 目ハ點 す


